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15 フーリエ級数展開（周期 2T の場合）

これまでは周期が 2πの周期関数について考えてきたが，もっと一般の周期が 2T の場合（角
周波数を ωとすると，2T = 2π/ω）20について考察してみる。ここでは，f(x) ∼の記号の代わ
りに，f(x) =を使用する。周期が 2T である周期関数 f = f(x)については，f(x+2T ) = f(x)

であるので，変数変換 x = T
π t (つまり，t = π

T x)によって
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となり，関数 t 7→ f
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)
は周期 2πを持つ周期関数となる。よって，そのフーリエ級数展開

は次のようになる。
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ただし，
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20区間の取り方は，周期が 2T であれば，[−T, T ] の代わりに [0, 2T ] でも構わない。
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第 10回目の練習問題のグラフによる解釈

練習問題
周期が 2πである次の関数 f(x)をフーリエ級数展開せよ。

f(x) =


0 (−π < x < 0)

1 (x = 0)

2 (0 < x < π)

1 (x = π)

a0 =
1

π

∫ π

−π

f(t) dt = 2

an = 0 (n = 1, 2, . . .)

bn =
1

π

∫ π

−π

f(t) sinnt dt

=


4

π
· 1
n

(n = 1, 3, . . . , 2k − 1, . . .);

0 (n = 2, 4, . . . , 2k, . . .)

n = 8までの展開

n = 50までの展開

f(x) ∼ 1 + 4
π

{
sinx+ 1

3 sin 3x+ 1
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}

∼ 1 + 4
π
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}
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